
 

 

 

 

 

 

  ＭＡＴＬＡＢによるＭＴＥＸの操作 
 

 

 

 

 

 

 極点処理（BG削除、RD補正、defocus処理した極点図から ASCファイルを作成し 

 MTEXで読み込み ODF処理を行う。 

  

 MTEXをインストールし、import_wizardで読み込み pfを作成 

 Odf=calcODF(pf) で ODF解析を行い、 

 plot(odf) で BungeODF図を描画 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年０１月２５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



MATLABR2017bにMTEXをインストール 

 MTEX(4.5.2)を download し、ｚｉｐファイルを解凍し,C:¥にコピー 

 C:¥mtex-4.5.2にコピーされる。 

 

MATLABに pathを設定 

 

 

 

 

   追加される。 

 

  

 



MTEXを設定する。 

  

  

  

 MTEXの設定完了 

  

  

  

 

 



極点データ読み込み 

 ODFPoleFigureソフトウエアで BG,RD,defocus処理したデータから ASCデータを作成 

  

 import_wizardで 

  

  



  

         

  

 

 

 



極点図の表示 

  

  

  

  

 

 変わらないので、ASCファイルに対称操作が必要か？？ 



 

ODF計算 

 

ODF図の表示 

 

 

最大極密度は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



で PFを実行 

 

φ２が１５度間隔で表示される 

 

5度間隔の ODF図作成 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘと比較 

ＭＴＥＸ最大密度は 400弱 

 

ＬａｂｏＴｅｘの最大密度は２６４４ 

ＭＴＥＸの極点図は、左回り（ＣＷ）、ＬａｂｏＴｅｘは右回り 

 

ＬａｂｏＴｅｘを左周り（ＣＣＷ）で計算 

 

ＭＴＥＸはＨｅｒｍｏｎｉｃで計算されていると思われます。 

最大密度が低下し、大きなゴースト（あるいはＥｕｌｅｒ角度の広がり？）が発生する。 



 

odf2 = calcODF(pf,'NoGhostCorrection') 

plot(odf2,’Sections’,18) 

 

  

変わらない 


